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第
８
回
通
常
総
会

１
．日　

時

　

令
和
３
年
６
月
23
日
㈬

　

午
前
11
時
よ
り

２
．場　

所

　

お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階
大
ホ
ー
ル

３
．開　

会

４
．表　

彰

○
感
謝
状

　

津　

山　

市　

赤　

堀　

義　

之　
様

　

赤　

磐　

市　

青　

江　

一　

三　
様

○
功
労
者
表
彰

　

笠　

岡　

市　

東　

山　
　
　

基　
様

　

岡　

山　

市　

山　

田　

義　

和　
様

　

高　

梁　

市　

川　

上　

拓　

郎　
様

○
生
涯
乳
量
表
彰

　

奈　

義　

町　

松　

原　

敬　

一　
様

○
乳
質
改
善
表
彰

　

倉　

敷　

市　

三　

宅　

安　

史　
様

　

真　

庭　

市　
（
公
財
）中
国
四
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酪
農
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
牧
場　
様

　

吉
備
中
央
町　

草　

地　

勝　

弘　
様

　

津　

山　

市　

㈱
坂
手
フ
ァ
ー
ム　
様

　

真　

庭　

市　

若　

山　
　
　

進　
様

　

真　

庭　

市　

㈲
長
恒
牧
場　
様

　

勝　

央　

町　

小　

村　

雅　

紀　
様

　

真　

庭　

市　

長　

恒　
　
　

充　
様

　

真　

庭　

市　

丸　

山　

昭　

博　
様

　

高　

梁　

市　

上　

森　
　
　

亨　
様

○
牛
群
検
定
表
彰

　

◎
牛
群
の
部

　

・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

津
山
市　

吉　

原　

直　

樹　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　
吉
備
中
央
町　

小　

倉　

清　

志　
様

　
　
　

岡
山
市　

妹　

尾　

優　

佳　
様

　

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

丸　

山　

昭　

博　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

小　

谷　
　
　

徹　
様

　

◎
個
体
の
部

　

・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

勝
央
町　
㈱
ミ
ル
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
シ
モ
ト　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

㈲
長
恒
牧
場　
様

　

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　
（
公
財
）中
国
四
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酪
農
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
牧
場　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

美　

甘　

正　

平　
様

○
永
年
勤
続
表
彰

　

40
年
勤
続
表
彰

　
　

土
居　

直
美
・
松
下　

千
春

　
　

中
尾
由
美
子

　

30
年
勤
続
表
彰

　
　

西
山　

勝
之
・
青
草　

真
一

　

20
年
勤
続
表
彰

　
　

保
田　
　

徹
・
小
島　

悟
司

　

10
年
勤
続
表
彰

　
　

佐
倉　

淑
乃
・
馬
澄　

真
吾

５
．出
席
状
況

　

正
組
合
員
総
数
（
３
３
７
名
）

　
　

本
人
出
席　
　
　
　

27
名

　
　

委
任
状　
　
　
　
　

０
名

　
　

書
面
議
決　
　

２
５
１
名

　
　

合
計　
　
　
　

２
７
８
名

６
．議
長
団

　

勝　

央　

町　

福
田　

博
文　
氏

　

瀬
戸
内
市　

服
部　

千
敏　
氏

　

議
長
２
名
よ
り
就
任
の
挨
拶
と
自
己
紹

介
が
あ
り
、
書
記
指
名
の
後
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

７
．議　

事

　

福
田
議
長
よ
り
、
第
１
号
議
案
「
令
和

２
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
注
記
表
及
び
剰
余
金
処
分
案
の

承
認
に
つ
い
て
」、
第
２
号
議
案
「
定
款

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」、
第
６
号
議
案

「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」、投
票
の
後
、

新
役
員
就
任
の
挨
拶
が
あ
り
、
服
部
議
長

に
交
代
し
、
第
３
号
議
案
「
令
和
３
年
度

事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」、
第
４
号

議
案「
３
ヵ
年
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」、

第
５
号
議
案
「
経
費
の
賦
課
に
つ
い
て
、

賦
課
金
の
額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時
期
並

び
に
徴
収
方
法
決
定
に
つ
い
て
」、
第
７

号
議
案
「
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
の
決
定

に
つ
い
て
」、
第
８
号
議
案
「
退
任
役
員

に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ

い
て
」
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の
う

え
原
案
通
り
可
決
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
の
中
で
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

岡田組合長の開会挨拶

議長団
服部千敏氏（左）　福田博文氏（右）
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要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
と
意
見
及
び
回
答
は
次
の
通

り
で
す
。（
勝
手
な
が
ら
要
約
し
て
お
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

第
１
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
２
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
６
号
議
案

浅
口
市　

野
住　

直
人　
氏

①
我
々
が
信
頼
を
も
っ
て
選
ん
だ
役
員
推

薦
委
員
が
選
ぶ
役
員
候
補
者
は
、
組
合

員
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
方
で
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
私

た
ち
組
合
員
は
理
事
に
な
る
権
利
を
皆

さ
ん
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
無
視
し
て

役
員
候
補
者
を
選
ぶ
の
は
ル
ー
ル
に
違

反
し
て
い
る
の
で
は
と
思
う
が
、
そ
れ

は
ど
う
か
。

倉
敷
市　

平
松　

邦
彦　
氏

①
備
南
地
区
推
薦
委
員
代
表
と
し
て
、
言

わ
れ
る
こ
と
も
や
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
わ
か
り
ま
す
が
、
今
回
は
名
前
が

挙
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

回
答

①
役
員
の
選
任
は
各
地
区
の
役
員
推
薦
委

員
に
一
任
し
、
お
か
ら
く
役
員
推
薦
委

員
会
で
検
討
・
決
定
し
て
い
ま
す
。

開
票
結
果

　

投
票
総
数
は
書
面
決
議
を
含
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
８
票

　

賛
成
は
書
面
決
議
を
含
め
、
２
５
１
票

　

反
対
は
書
面
決
議
を
含
め
、
12
票

　

無
効
は
書
面
決
議
を
含
め
、
15
票

第
３
号
議
案

浅
口
市　

野
住　

直
人　
氏

①
生
乳
受
託
契
約
書
に
「
１
万
ｔ
を
超
え

る
乳
量
に
対
し
１
円
／
㎏
の
奨
励
金
を

払
う
」
と
あ
る
が
、
組
合
の
公
平
性
を

欠
き
、
一
農
家
に
そ
こ
ま
で
す
る
必
要

が
あ
る
か
。
１
円
の
意
図
は
何
か
。

②
改
正
畜
安
法
が
施
行
さ
れ
３
年
経
過

し
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
出
て

勝
央
町　

石
原　

保
博　
氏

①
私
の
認
識
と
は
若
干
違
っ
て
お
り
、
普

通
の
選
挙
と
違
い
立
候
補
し
て
な
る
べ

き
も
の
だ
と
思
っ
て
い
な
い
。
こ
の
人

に
地
域
の
代
表
と
し
て
役
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
人
を
推
薦
委
員

が
推
す
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

高
梁
市　

鍋
島　

公
也　
氏

①
び
ほ
く
地
区
の
推
薦
委
員
は
、
地
区
の

状
況
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
方
、
ま
た

個
々
の
農
家
の
状
況
を
わ
か
っ
て
い
る

方
を
選
任
し
て
い
ま
す
。
推
薦
委
員
が

各
地
域
で
選
任
し
た
役
員
候
補
者
に
対

し
て
信
頼
し
て
承
認
す
る
と
い
う
の
が

私
は
い
い
と
思
う
。

い
る
。
仮
に
集
乳
停
止
等
、
不
測
事
態

の
時
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

回
答

①
大
規
模
牧
場
も
乳
量
に
応
じ
た
手
数
料

で
組
合
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
増
産
に
対
す
る
要
請
も
あ
り
、
今

の
畜
安
法
の
中
で
協
議
を
重
ね
、
出
荷

奨
励
金
と
い
う
形
で
対
応
し
て
い
る
。

全
国
的
に
も
牧
場
の
規
模
格
差
が
出
て

き
て
お
り
、
各
組
合
と
も
苦
慮
し
て
い

る
状
況
で
す
。
ど
う
か
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

②
現
在
、
部
分
委
託
で
特
定
業
者
に
出
荷

さ
れ
て
い
る
農
家
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
契
約
で
行
わ
れ
て
い
る
。
組
合
と

し
て
は
、
指
定
団
体
に
出
荷
す
る
農
家

の
乳
量
が
対
象
で
あ
り
ま
す
の
で
そ
れ

以
外
に
は
関
知
で
き
ま
せ
ん
。

第
４
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
５
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
７
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
８
号
議
案

　

質
疑
な
し

８
．閉　

会
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第
２
４
６
回
臨
時
理
事
会
に
お
い

て
、
常
勤
役
員
、
委
員
会
構
成
、
関

連
会
社
等
へ
の
役
員
派
遣
並
び
に
中

販
連
の
販
売
委
員
会
に
つ
い
て
協
議

し
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

〇
常
勤
役
員

　

代
表
理
事
組
合
長　

長
恒　

泰
治

　

代
表
理
事
専
務　
　

檜
尾　

康
知

〇
委
員
会
構
成

　

総
務
委
員
会

　
　

委
員
長　

松
﨑　
　

隆

　
　

委　
　

員　

中
村　

泰
廣

　
　

委　
　

員　

三
宅　

穣
次

　

業
務
委
員
会

　
　

委
員
長　

藤
原　

博
志

　
　

委　
　

員　

小
村　

雅
紀

　
　

委　
　

員　

平
野　

耕
平

　

酪
農
支
援
委
員
会

　
　

委
員
長　

髙
田　

照
義

　
　

委　
　

員　

吉
原　

謙
一

　
　

委　
　

員　

山
本　

真
五

　

監
事
会

　
　

代
表
監
事　

岡
本　

宗
慈

　
　

監　
　

事　

宮
野　

忠
志

　
　

監　
　

事　

安
富　

照
人

〇
関
連
会
社
等
へ
の
役
員
派
遣

　

酪
友
運
送
株
式
会
社

　
　
　
　

取
締
役　

小
村　

雅
紀

　

オ
カ
ラ
ク
ミ
ー
ト
株
式
会
社

　
　
　
　

取
締
役　

藤
原　

博
志

　

西
日
本
興
農
株
式
会
社

　
　
　
　

取
締
役　

髙
田　

照
義

　

株
式
会
社
き
び
じ
酪
農
運
輸

　
　
　
　

取
締
役　

松
﨑　
　

隆

〇
中
販
連
販
売
委
員

　
　

松
﨑　
　

隆

　
　

藤
原　

博
志

　
　

髙
田　

照
義

新役員　後列左から　山本真五、三宅穣次、小村雅紀、平野耕平、吉原謙一、中村泰廣、安富照人、宮野忠志
　　　　前列左から　髙田照義、松㟢　隆、長恒泰治、檜尾康知、藤原博志、岡本宗慈

「
６
月
牛
乳
月
間
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
県
産
牛
乳
・
県
産
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
県
に
贈
呈

　

６
月
は『
牛
乳
月
間
』、６
月
１
日
は『
牛

乳
の
日
』
と
定
め
ら
れ
、
全
国
各
地
で
牛

乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
か
や
ま
酪
農
協
で
は
毎
年
牛
乳
月
間

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
県
産
牛
乳
及
び
乳
製

品
の
美
味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
県
庁

に
表
敬
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
昨
年
以
上
に
増

大
し
、
５
月
16
日
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が

伊原木岡山県知事へ牛乳・ヨーグルトの目録贈呈
発
出
さ
れ
た
た
め
や
む

な
く
中
止
い
た
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
酪
農
家
が

一
生
懸
命
生
産
し
た
牛

乳
の
美
味
し
さ
を
、
県

の
行
事
に
利
用
し
て
も

ら
い
、
消
費
拡
大
を
呼

び
か
け
て
い
た
だ
く
た

め
、県
産
牛
乳（
１
８
０

㏄
）
３
，０
０
０
本
及

び
県
産
ヨ
ー
グ
ル
ト

カ
ッ
プ
２
，０
０
０
個

の
目
録
を
贈
呈
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
り

ま
す
。
熱
中
症
に
も
効

果
の
あ
る
牛
乳
を
し
っ

か
り
Ｐ
Ｒ
し
、
コ
ロ
ナ

に
負
け
な
い
よ
う
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
生
乳
課
）
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今
年
も
暑
い
時
期

が
迫
っ
て
き
ま
し

た
。暑
さ
に
負
け
ず
、

８
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

９
月
の
採
卵
は
16

日
㈭
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や

よ
り
詳
細
な
情
報
が

必
要
な
場
合
は
、
最

寄
り
の
家
畜
保
健
衛

生
所
、
受
精
卵
移
植

師
の
方
等
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
供
卵
牛
の

評
価
を
牛
群
検
定
成

績
か
ら
行
う
た
め
、

検
定
参
加
農
家
の
方

を
譲
渡
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定

日
や
交
配
予
定
種
雄

牛
は
牛
の
体
調
・
受

胎
状
況
に
よ
り
、
急

遽
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
８
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

上段：供卵牛（元系統）識別番号 牛群改良情報（2021.2月）
採卵

予定日中段：交配予定種雄牛 評価
種別 指数名 数値 ％

順位下段：改良の方向性

ＯＡＣ　キャロットケイ　ヨダー　キアリス　ＥＴ
（コスモポリタン）

1407270799

GEBV

総合指数　　 2454 1

８／26

産乳成分　　 2309 1

交配予定♂：ウエストコースト　アルコーブ　ＥＴ 耐久性成分　 163 20

中庸サイズで、高能力タイプのキアリスに超高
能力牛でアルコーブを交配。アルコーブは繁殖
性が高く、キアリスの課題である疾病繁殖成分
の改善を図る。「超高能力牛×超高能力牛＝？」
を期待。

疾病繁殖成分 -18 67

乳代効果　　 125000 1

長命連産効果 89399 2

ＯＡＣ　ナルル　メティオ　ナイアド　アマンダ　ＥＴ
（アマンダ）
1364370549

EBV

総合指数　　 1369 6

８／26

産乳成分　　 1218 6

交配予定♂：ウエルカム　シルバー　グリフ　ＥＴ 耐久性成分　 87 35

中庸サイズで、オールマイティなナイアドに、
非常に高い乳脂肪量が期待できるグリフを交
配。グリフは繁殖性も高く、またロボット搾乳
にも向く。「より高次元のオールマイティ牛」
を期待。

疾病繁殖成分 64 27

乳代効果　　 90044 4

長命連産効果 － －

ＯＡＣ　オスピシヤス　モーグル　オスタ　ブランデイ　ＥＴ
（ブランディ）

1407270850

GEBV

総合指数　　 1281 7

８／26

産乳成分　　 810 19

交配予定♂：Ｓ－Ｓ－Ｉ　ジヨスーパー　ロケツトフアイアー　ＥＴ 耐久性成分　 393 2

サイズは中の上で乳器・肢蹄に優れる耐久性の
高い牛である。泌乳能力では乳量より乳脂率改
善型であり、今回は抜群の泌乳量を誇るロケッ
トファイアーを交配し、「乳器肢蹄は良いので、
泌乳量を重点改良」を図る。

疾病繁殖成分 78 22

乳代効果　　 -12153 69

長命連産効果 40902 17

ウインホープ　ゼツプ　ＥＴ
（ルド　ジツプ）

1524608062

GEBV

総合指数　　 1248 7

８／26

産乳成分　　 1140 8

交配予定♂：スタントンズ　エーチーム　ＥＴ 耐久性成分　 93 33

中庸サイズで、ロボット搾乳にも向く、泌乳能
力も高いゼップに高泌乳・高脂肪・抜群の搾乳
速度、肢蹄・乳器の良さを持つＡチームを交配
し、「搾って気持ち良い牛」を期待。

疾病繁殖成分 15 51

乳代効果　　 76223 8

長命連産効果 46698 17

※色は上位20％以内を示します。
※EBV：推定育種価、GEBV：EBV＋ゲノミック
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Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
コ
ラ
ム「
暑
熱
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
策
に
つ
い
て
」

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

亀
岡　

祐
斗

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

非
常
に
蒸
し
暑
い
気
候
の
中
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
牛
の
暑
熱
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

国
内
の
乳
牛
の
大
部
分
を
占
め
る
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
原
産
地

と
し
て
お
り
、
冷
涼
な
地
域
で
育
種
改
良

さ
れ
た
も
の
で
、
寒
さ
に
は
比
較
的
強
い

反
面
、
暑
さ
に
は
弱
い
と
い
う
特
徴
を
持

ち
ま
す
。

　

他
の
家
畜
と
比
べ
て
も
、
暑
さ
に
対
応

し
に
く
い
本
質
的
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

多
量
の
乳
生
産
の
た
め
に
飼
料
を
多
く
摂

取
し
大
量
の
熱
を
体
内
で
発
生
す
る
こ

と
、
ま
た
熱
の
放
出
が
不
得
手
で
あ
る
た

め
で
す
。

　

暑
熱
ス
ト
レ
ス
は
直
接
的
に
は
体
温
の

上
昇
と
し
て
現
れ
、
間
接
的
に
は
採
食

量
、
乳
量
・
乳
質
の
低
下
や
繁
殖
機
能
の

低
下
と
し
て
現
れ
ま
す
。

〈
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
方
法
〉

　

最
も
重
要
な
の
は
、
牛
を
冷
や
す
こ
と

で
す
。

　

環
境
温
度
が
23
℃
～
24
℃
以
上
に
な
っ

た
ら
牛
を
涼
し
く
保
つ
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

〈
細　

霧
〉

　

水
が
蒸
発
す
る
際
に
周
り
の
熱
を
奪
う

こ
と
を
利
用
し
た
器
具
で
す
。
牛
体
に
付

着
し
た
細
霧
は
体
表
の
熱
を
奪
い
、
皮
膚

温
度
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

　

気
化
効
率
を
高
め
、
湿
度
を
抑
え
る
た

め
に
送
風
を
併
用
し
ま
す
。

　

環
境
の
湿
度
が
高
い
際
は
効
果
が
低
い

で
す
。

〈
ソ
ー
カ
ー
〉

　

低
圧
の
水
で
牛
体
を
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
に

濡
ら
し
、
フ
ァ
ン
で
可
能
な
限
り
強
い
風

を
当
て
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
や
フ

リ
ー
バ
ー
ン
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

フ
ァ
ン
に
よ
る
冷
却
と
低
圧
飼
槽
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
（
ソ
ー
カ
ー
）
に
よ
り
、
牛

乳
生
産
と
採
食
量
に
対
す
る
暑
熱
ス
ト
レ

ス
の
影
響
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
使
用
例
）

環
境
温
度
25
℃
～
30
℃

　

１
分
間
作
動
／
11
分
間
遮
断

環
境
温
度
30
℃
以
上

　

１
分
間
作
動
／
７
分
間
遮
断

　

使
用
の
際
は
、
牛
の
皮
膚
を
完
全
に
浸

し
、
次
の
周
期
が
始
ま
る
前
に
乾
い
て
い

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

（H
oard's D

airym
an,V

ol.158,N
o.12,Ju

ly,2013

）

●
環
境
面
で
の
管
理

〈
換
気
〉

　

換
気
の
必
要
量
は
牛
舎
の
大
き
さ
、
牛

の
頭
数
、
気
温
、
湿
度
が
影
響
し
ま
す
。

　

換
気
目
安
は
牛
舎
内
の
空
気
を
一
定
時

間
内
に
何
回
入
れ
替
わ
る
か
で
考
え
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

　

夏
は
50
回
／
時
間
、
冬
は
５
回
／
時
間

を
目
安
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

暑
熱
時
に
は
、
換
気
量
と
牛
体
に
当
た

る
風
の
強
さ
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

体
感
温
度
＝
温
度
─
６
√
風
速
と
な
り

ま
す
。

〈
ト
ン
ネ
ル
換
気
〉

　

牛
舎
内
部
を
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
考

え
、
牛
舎
横
壁
も
窓
や
開
放
部
は
全
て
密

閉
し
ま
す
。

　

入
気
口
は
牛
舎
の
片
側
の
壁
に
設
け
、

反
対
側
の
壁
に
大
型
排
気
用
の
フ
ァ
ン

（
直
径
１
ｍ
以
上
）
を
数
台
設
置
す
る
こ

と
で
行
い
ま
す
。

　

牛
舎
内
全
体
に
風
が
吹
く
た
め
、
換
気

が
十
分
に
な
さ
れ
、
臭
気
排
出
や
牛
舎
内

の
温
度
が
下
が
り
、
乾
燥
す
る
た
め
環
境

性
乳
房
炎
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
常
に
風
が
吹
い
て
い
る
の
で
ハ
エ
が

少
な
く
な
る
な
ど
の
効
果
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

〈
飲　

水
〉

　

新
鮮
で
清
潔
な
水
を
自
由
に
飲
め
る
環

境
が
重
要
で
す
。

・
休
息
場
所
に
近
い
日
陰
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
水

を
飲
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
搾
乳
直
後
に
水
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
十
分
な
飲
水
ス
ペ
ー
ス
、
給

水
器
の
清
潔
性
や
十
分
な
水
量
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
：
４
ℓ
～
６
ℓ

／
20
秒
、
21
℃
～
30
℃
の
水
温
で
供

給
し
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
面
か
ら
の
対
策

〈
副
産
物
の
利
用
〉

　

発
酵
し
や
す
い
繊
維
（
溶
解
性
繊
維
）

や
蛋
白
質
を
多
く
含
む
飼
料
で
す
。

　

ビ
ー
ト
パ
ル
プ
や
豆
皮
、
柑
橘
類
パ
ル

プ
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

ル
ー
メ
ン
細
菌
が
必
要
と
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
迅
速
に
供
給
で
き
ま
す
。
酢
酸
発

酵
主
体
の
た
め
、
吸
収
が
早
く
、
ル
ー
メ

ン
内
の
pH
を
下
げ
る
リ
ス
ク
が
低
い
で

す
。

〈
脂
肪
給
与
〉

　

ル
ー
メ
ン
発
酵
に
よ
る
酸
を
増
や
さ
ず

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
濃
度
を
高
め
る
た
め
に
脂

肪
給
与
も
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。
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油
種
に
よ
っ
て
は
、
不
飽
和
脂
肪
酸
が

多
く
、
繊
維
消
化
性
を
低
下
さ
せ
る
リ
ス

ク
も
高
ま
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

　

ル
ー
メ
ン
内
で
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
少

な
い
バ
イ
パ
ス
脂
肪
酸
を
検
討
く
だ
さ

い
。

〈
代
謝
蛋
白
質
〉

　

採
食
量
の
低
下
に
よ
り
、
ル
ー
メ
ン
内

の
微
生
物
蛋
白
生
産
量
が
減
少
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

分
解
性
蛋
白
質
を
牛
の
要
求
量
を
超
え

て
給
与
す
る
と
、
余
剰
分
の
窒
素
排
出
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
。
バ
イ
パ
ス

蛋
白
の
使
用
を
検
討
く
だ
さ
い
。

〈
緩
衝
材
の
利
用
〉

・
重
曹

　

飼
料
中
０
・
75
％
（
１
５
０
ｇ
～

２
０
０
ｇ
）の
重
曹
を
加
え
ま
し
ょ
う
。

　

ル
ー
メ
ン
内
の
緩
衝
作
用
、
血
中
の

イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
調
整
に
有
効
で
す
。

　

飼
料
中
繊
維
が
低
く
、
乳
脂
肪
率
が

低
下
し
て
い
る
際
に
用
い
て
く
だ
さ

い
。

　

本
会
で
は
マ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
の
重
曹

製
品
、「
ゼ
ン
ラ
ク
重
曹
」
を
扱
っ
て

お
り
ま
す
。

・
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

　

陽
イ
オ
ン
で
あ
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

は
、
血
液
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
効
果

を
持
ち
ま
す
。

　

飼
料
中
０
・
35
～
０
・
４
％
ま
で
、

Mg
レ
ベ
ル
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

前
述
の
重
曹
と
併
せ
て
給
与
す
る
こ

と
で
、
効
果
が
高
ま
る
報
告
も
あ
り
ま

す
。

　

本
会
で
は
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
重

曹
の
製
品
、「
デ
ー
リ
ィ
Ｍ
Ｇ
ソ
ー
ダ
」

を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
ナ
イ
ア
シ
ン
〉

　

バ
イ
パ
ス
ナ
イ
ア
シ
ン
は
牛
の
体
表
面

へ
の
血
液
の
流
れ
を
高
め
、
熱
放
散
を
促

す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ナ
イ
ア
シ
ン
は
分
娩
後
の
肝
機

能
の
維
持
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
作
用
を
持
ち

ま
す
。
本
会
で
は
、
バ
イ
パ
ス
ナ
イ
ア
シ

ン
を
含
有
す
る
製
品
、「
ナ
イ
ア
ク
ー
ル

Ｚ
」
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
夏
季
の
飼
料
給
与
や
飼
料
設

計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
近
く
の
全
酪
連

職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

牛用混合飼料  牛用飼料 
 

ペレットタイプのバイパスナイアシン 

水溶性ビタミンの一種であるナイアシンをそのまま牛に給与すると、90％以上がルーメンで 
こわされてしまいます。 
ナイアクールＺは小腸に確実に到達するよう、特殊な技術でルーメンをバイパスさせています。 

給与量と給与方法 

*1: 暑熱期に ………… 概ね外気温が２０℃以上の日に１日１頭あたり 12～20g を目安に給与してください。 

*2: 肝機能維持に …… 分娩前21日～分娩後60日くらいまで1日1頭あたり12～20gを目安に給与してください。 

成分内容 

［含有する飼料添加物の名称］ニコチン酸（ナイアシン）、炭酸水素ナトリウム、酸化マグネシウム、 
プロピオン酸カルシウム 
［原材料名］植物性油脂、炭酸カルシウム、キャロブ、脂肪酸、ステアリン酸 

包装規格 
12kg 

─────── ご注文・お問い合わせは下記まで ───────  

 
大阪支所 

大阪府大阪市淀川区西中島 5 丁目 14 番 10 号 新大阪トヨタビル 6 階 
TEL: 06-6305-4196 

製造元 日産合成工業株式会社 
東京都目黒区目黒本町二丁目 2 番 10 号 
TEL:03-3716-1211 

 

◆暑熱期に*1  ◆肝機能維持に*2  

［ナイアクール  ゼット］ 

最新の飼料設計ソフトでは、
重曹の有無でアシドーシスリスクはこれほど変わります・・・

重曹０ｇ 最小ｐＨ5.5 重曹１５０ｇ 最小ｐＨ5.5７ 重曹２５０ｇ 最小ｐＨ5.６２

搾乳

肥育

🔶🔶乾乳牛には与えないで下さい🔶🔶
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講師の田端佑衣さん

中
販
連　

良
質
生
乳
出
荷
者
表
彰

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
職
員
の
仕
事
説
明
会

　

２
０
２
０
年
度
よ
り
中
国
５
県
に
よ
る

統
一
乳
質
評
価
基
準
に
お
い
て
、
常
に
良

質
乳
出
荷
を
さ
れ
た
４
名
の
方
に
、
こ
の

度
、
中
販
連
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
表
彰
授
与
式
を
岡
山

市
内
に
て
中
国
管
内
の
受
賞
者
一
同
に
お

集
ま
り
い
た
だ
く
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
か
ら
く
が
代

行
し
、
受
賞
者
宅
を
訪
問
、
表
彰
い
た
し

ま
し
た
。
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
表
彰
者
基
準
、
受
賞
者
一
覧
に

つ
い
て
は
次
回
の
中
販
連
だ
よ
り
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
部
門

年
間
乳
量
２
５
０
ｔ
未
満
の
部

　

優
秀
賞

　

吉
備
中
央
町　

草
地　

勝
弘　
様

　
　

３
，８
５
０
点

（
Ｆ
Ａ
Ｔ
平
均
３
・
94
％
、
Ｓ
Ｎ
Ｆ

平
均
８
・
96
％
、
体
細
胞
平
均
10
・

９
万
、
細
菌
数
平
均
０
・
７
万
）

年
間
乳
量
２
５
０
ｔ
～５

０
０
ｔ
未
満
の
部

　

優
良
賞

　

倉
敷
市　

三
宅　

安
史　
様

　
　

３
，４
２
０
点

（
Ｆ
Ａ
Ｔ
平
均
３
・
82
％
、
Ｓ
Ｎ
Ｆ

平
均
８
・
77
％
、
体
細
胞
平
均
10
・

　

６
月
14
日
、
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
の

１
年
生
を
対
象
に
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
仕

事
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
講

師
は
、
昨
年
酪
大
を
卒
業
し
、
現
在
専
任

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
田
端

佑
衣
さ
ん
で
す
。
入
学
間
も
な
い
１
年
生

に
、
実
際
に
働
い
て
い
る
自
分
の
経
験
を

４
万
、
細
菌
数
平
均
０
・
５
万
）

ジ
ャ
ー
ジ
ー
部
門

　

最
優
秀
賞

　

真
庭
市　

丸
山　

昭
博　
様

　
　

２
，８
７
０
点

（
Ｆ
Ａ
Ｔ
平
均
５
・
14
％
、
Ｓ
Ｎ
Ｆ

平
均
９
・
41
％
、
体
細
胞
平
均
14
・

９
万
、
細
菌
数
平
均
１
・
６
万
）

　

優
秀
賞

　

真
庭
市　

若
山　
　

進　
様

　
　

２
，８
３
０
点

（
Ｆ
Ａ
Ｔ
平
均
５
・
09
％
、
Ｓ
Ｎ
Ｆ

平
均
９
・
47
％
、
体
細
胞
平
均
19
・

０
万
、
細
菌
数
平
均
３
・
１
万
）

交
え
な
が
ら
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
内

容
や
労
働
環
境
な
ど
に
つ
い
て
話
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
初
に
将
来
の
希
望
が
既
に
決
ま
っ
て

い
る
の
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
数
名
手
が
上

が
り
、
就
職
先
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
家
の

牧
場
を
継
承
す
る
、
と
の
答
え
で
し
た
。

　

１
年
生
は
非
農
家
出
身
の

学
生
が
多
く
、
実
習
が
始

ま
っ
て
２
週
間
と
の
こ
と

で
、
将
来
に
関
し
て
は
ほ
と

ん
ど
の
学
生
が
定
ま
っ
て
い

な
い
感
じ
で
し
た
。

　

田
端
さ
ん
は
、
実
家
の
牧

場
を
継
承
す
る
に
し
て
も
、

ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
仕
事
で
い

ろ
い
ろ
な
農
家
を
見
て
勉
強

す
る
の
は
と
て
も
良
い
経
験

に
な
る
し
、
お
か
ら
く
の
ヘ

ル
パ
ー
は
正
職
員
と
し
て
環

境
も
整
っ
て
い
て
働
き
や
す

い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
ヘ
ル
パ
ー
職
員
と

し
て
働
い
て
い
る
先
輩
の
話

を
聞
く
こ
と
で
、
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
採
用
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）
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５
月
28
日
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報

「
６
月
は
牛
乳
月
間
」
の
取
材
に
同
行
し

ま
し
た
。

　
「
６
月
は
牛
乳
月
間
！
カ
ル
シ
ウ
ム

い
っ
ぱ
い
の
牛
乳
を
毎
日
飲
み
ま
し
ょ

う
」
と
、
政
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル　

政
木
信
昭
先
生
に
牛
乳
を
使
っ
た
「
鰆
の

ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ
（
牛
乳
仕
立
て
）」
を

ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
り
方
は
と
っ
て
も
簡
単
、
牛
乳
を
入

れ
る
こ
と
で
味
が
ま
ろ
や
か
に
な
り
、
コ

ク
と
う
ま
味
が
で
ま
す
。
牛
乳
が
苦
手
な

人
も
料
理
の
「
調
味
料
の
ひ
と
つ
」
と
し

て
使
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
生
乳
課
）

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介
・

高
校
生
の
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
・

栄
養
士
に
よ
る
料
理
・
栄
養

等
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介
・
市
町
村
の

紹
介

・
金
曜
日　

直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

取材のようす

鰆のアクアパッツァ

全農岡山県本部総合家畜市場ＩＶＦ上場結果
IVF・ET産子（出場頭数・落札価格） （価格はすべて税別）

開催月 性別 出場頭数 成立頭数 平均体重 平均日齢 最高価格 最低価格 平均価格

４月

メス 10 10 96 98 501,000 269,000 409,800

オス 38 37 105 76 605,000 397,000 510,946

５月

メス 12 12 84 62 530,000 315,000 416,084

オス 44 43 99 86 650,000 235,000 484,465

６月

メス 3 3 82 63 538,000 438,000 491,334

オス 23 21 93 67 646,000 401,000 512,809
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●

ひ

ろ

ば

　

20
年
間
の
東
京
で
の
生
活
を
経
て
、

岡
山
に
帰
省
し
就
農
し
て
か
ら
早
い
も

の
で
４
年
の
月
日
が
流
れ
た
。

　

酪
農
と
い
う
職
業
は
と
て
も
深
く
毎

日
が
勉
強
の
連
続
だ
。

　

４
年
前
、
帰
省
し
た
私
を
１
番
喜
ん

で
く
れ
た
の
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
あ

る
。

「
と
っ
ち
ゃ
ん
、
よ
ー
帰
っ
て
来
て
く

れ
た
な
ぁ
～
！
東
京
か
ら
こ
ん
な
田
舎

で
牛
飼
い
や
る
な
ん
て
、
よ
ー
決
心
し

た
な
ぁ
。」

　

こ
ん
な
調
子
で
毎
日
の
よ
う
に
嬉
し

そ
う
に
声
を
か
け
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

物
心
つ
い
た
頃
か
ら
私
の
両
親
は
酪

農
を
営
ん
で
お
り
、
朝
か
ら
晩
ま
で
仕

事
で
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
な
ど
年
に
１

回
あ
る
か
ど
う
か
だ
。

　

家
族
旅
行
も
連
れ
っ
て
い
っ
て
も

ら
っ
た
が
、
瀬
戸
大
橋
日
帰
り
旅
行
が

最
初
で
最
後
の
思
い
出
と
な
っ
た
。

　

忙
し
い
両
親
に
代
わ
り
私
た
ち
（
姉

３
人
、
自
分
は
末
っ
子
の
長
男
）
を
育

て
上
げ
て
く
れ
た
の
が
何
を
隠
そ
う
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
な
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
私
は
生
粋
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

子
で
あ
る
。
小
学
高
学
年
ま
で
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
枕
を
並
べ
て
寝
て
い
た
の
だ

か
ら
本
物
だ
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
優
し
く
た

く
ま
し
い
。

　

あ
る
日
は
、
兄
妹
で
お
菓
子
の
取
り

合
い
で
喧
嘩
に
な
っ
た
の
を
ま
る
で
本

当
の
父
の
よ
う
に
仲
裁
し
て
く
れ
た
。

あ
る
日
は
、
宿
題
が
嫌
で
暴
れ
て
い
る

私
を
ま
る
で
本
当
の
母
の
よ
う
に
気
が

す
む
ま
で
胸
で
泣
か
せ
て
く
れ
た
。
そ

し
て
あ
る
日
の
雨
の
日
は
、
甘
く
て
美

味
し
い
ド
ー
ナ
ツ
を
焼
い
て
く
れ
た
。

　

今
で
も
雨
が
降
る
と
あ
の
ド
ー
ナ
ツ

の
味
を
思
い
出
す
。
お
い
し
か
っ
た

な
ぁ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ド
ー
ナ
ツ
。

　

そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
今
年
つ
い

に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
め

で
た
い
！
小
橋
家
始
ま
っ
て
以
来
の
快

挙
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
以
前
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

少
し
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
時
々
、
会

話
に
な
ら
な
か
っ
た
り
…
、
物
忘
れ
が

ひ
ど
く
な
っ
た
り
…
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
行
動
を
と
っ
た
り
…
、
過
不
足

な
く
言
お
う
。ボ
ケ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

一
日
中
、
廊
下
の
同
じ
場
所
を
拭
き

掃
除
し
た
り
、
ご
飯
を
食
べ
た
ば
か
り

な
の
に
す
ぐ
に
も
う
１
回
ご
飯
を
食
べ

よ
う
と
し
た
り
…
。

　

と
、
こ
れ
は
ま
だ
可
愛
い
方
で
、
以

前
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
私
だ
け
長

生
き
し
て
も
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け

る
、
早
く
パ
ッ
と
死
ね
れ
ば
え
え
ん

じ
ゃ
け
ど
。」
と
、
言
っ
て
い
た
の
だ

が
、
こ
こ
最
近
は
と
い
う
と
…
「
私
は

今
、
生
き
と
る
ん
じ
ゃ
ろ
う
か
？
」
で

あ
る
。
挙
げ
句
の
果
て
に
は
、
私
の
顔

を
見
て「
あ
ん
た
誰
じ
ゃ
っ
た
っ
け
？
」

だ
。
こ
れ
は
さ
す
が
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
。

　

と
ま
あ
、
そ
ん
な
こ
ん
な
で
つ
い
に

迎
え
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
１
０
０
歳
の

日
。
久
し
ぶ
り
に
親
族
で
集
ま
り
誕
生

日
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
の
だ
が
、
た
だ

集
ま
っ
て
お
め
で
と
う
と
美
味
し
い
ご

飯
や
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
だ
け
で
は
つ
ま

ら
な
い
。
私
は
こ
の
日
の
た
め
に
サ
プ

ラ
イ
ズ
を
用
意
し
た
の
で
あ
る
。

　

ひ
と
し
き
り
、
料
理
を
食
べ
花
束
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
た
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
さ
す
が
に
ご
機
嫌
モ
ー
ド

だ
。
こ
こ
だ
！
私
は
胸
も
と
か

ら
白
い
も
の
を
と
り
だ
し
た
。

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
実
は
今

日
手
紙
を
書
い
て
き
た
ん
だ

よ
！
」
み
ん
な
は
「
お
ー
ー
ー

手
紙
か
、
す
げ
ー
ー
」
み
た
い

な
空
気
に
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

「
ま
あ
！
あ
り
が
と
う
。
手
紙

な
ん
か
そ
ん
な
の
え
え
の
に
」。

　

実
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
手
紙

を
書
く
の
は
人
生
で
初
め
て

だ
。
１
０
０
歳
と
い
う
記
念
す
べ
き
日

に
今
ま
で
思
っ
て
い
た
け
ど
伝
え
ら
れ

な
か
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
ど
う
し
て

も
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
。「
そ
し
た
ら
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
読
む
よ
」「
ま
あ
、
そ

り
ゃ
す
ま
ん
な
ぁ
あ
り
が
と
う
」
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
。
そ
し
て
、
も
う
一
言
。

「
と
こ
ろ
で
、
あ
ん
た
誰
じ
ゃ
っ
た
っ

け
？
」

　

お
い
！
お
ば
あ
ち
ゃ
ー
ん
！
カ
ム

バ
ー
ー
ッ
ク
‼
今
の
流
れ
で
、
そ
れ
１

番
言
っ
た
ら
い
け
な
い
一
言
だ
よ
‼
い

や
待
て
よ
、
も
し
か
し
て
こ
れ
は
計
算

さ
れ
た
ボ
ケ
か
？
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
…
ま

だ
ま
だ
長
生
き
し
そ
う
な
予
感
が
す
る

の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
て
、
小
橋
家
は
苦
笑
に
包
ま

れ
な
が
ら
夕
日
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に

溶
け
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

瀬
戸
内
市　

小
橋
敏
行
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お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
瀬
戸
内
市　

入
江
善
康
様
よ
り
見
舞
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）

お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事

報

理

会

告

　

令
和
３
年
５
月
28
日
、
第
２
４
５
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

  

岡
田
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
３
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
３
年
度
４
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
出
資
配
当

　

令
和
２
年
度
出
資
配
当
率
を
決
定
し
、

総
会
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

○
第
８
回
通
常
総
会
提
出
議
案

　

６
月
23
日
開
催
す
る
第
８
回
総
会
に
お

け
る
提
出
議
案
を
決
定
し
た
。

○
令
和
３
年
度
総
会
に
お
け
る
乳
質
改
善

表
彰
等
に
つ
い
て

　

第
８
回
総
会
に
お
い
て
感
謝
状
２
名
、

功
労
者
表
彰
３
名
、
生
涯
乳
量
表
彰
１

名
、
乳
質
表
彰
10
名
を
承
認
し
た
。

○
搾
乳
牛
導
入
資
金
の
長
期
転
化
借
入

　

農
林
中
央
金
庫
よ
り
借
入
し
て
い
る
搾

乳
牛
導
入
短
期
資
金
を
証
書
借
入
金
に
転

化
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対

策
本
部
メ
ン
バ
ー
の
変
更
に
つ
い
て

　

人
事
異
動
に
伴
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
の
連
絡
網
変

更
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
し
た
。

○
貸
出
取
扱
細
則
及
び
常
勤
役
員
の
定
年

等
に
関
す
る
内
規
に
つ
い
て

　

貸
出
金
貸
付
審
査
実
行
の
決
裁
権
及
び

常
勤
役
員
の
就
任
任
期
の
変
更
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
今
後
の
協
議
事
項
と
し
た
。

○
令
和
２
年
度
全
戸
巡
回
意
見
の
理
事
会

へ
の
未
提
出
に
つ
い
て

　

全
戸
巡
回
未
提
出
意
見
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

○
そ
の
他

　

今
後
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
開
催
に
つ
い

て
協
議
し
、
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
下
で

の
開
催
は
中
止
と
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
報
告
、
乳
用
牛
検
定

審
査
受
賞
者
表
彰
、
Ｐ
Ｌ
テ
ス
タ
ー
液
の

斡
旋
と
体
細
胞
数
低
減
対
策
・
ビ
タ
ミ
ン

剤
の
助
成
、
経
営
動
態
調
査
取
り
ま
と

め
、
全
酪
連
夏
ギ
フ
ト
拡
売
運
動
へ
の
協

力
に
つ
い
て
、
永
年
勤
続
表
彰
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

　

春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
、
毎
年
行

わ
れ
る
㈱
百
合
原
牧
場
の
放
牧
の
よ
う

す
。
雪
の
積
も
る
冬
期
の
間
、
牛
舎
内
で

繋
留
さ
れ
て
過
ご
し
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
た

ち
は
、
こ
の
日
を
境
に
、
新
緑
の
草
地
を

一
日
中
歩
き
回
り
ま
す
。
美
味
し
い
青
草

を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
待
ち

わ
び
た
よ
う
に
、
４
㎞
も
離
れ
た
放
牧
地

を
目
指
し
て
、
一
目
散
に
走
っ
て
い
き
ま

す
。 表

紙
の
紹
介

国
民
の
祝
日
の
移
動
に
伴
う

組
合
業
務
の
お
知
ら
せ

　

組
合
業
務
は
、
次
の
通
り
と
い
た
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

７
月
の
変
更

　

７
月
19
日
㈪　

通
常
業
務

（
海
の
日
が
22
日
に
変
更
の
た
め
）

　

７
月
20
日
㈫　

通
常
業
務

　

７
月
21
日
㈬　

通
常
業
務

　

７
月
22
日
㈭　

休
業
日
（
海
の
日
）

　

７
月
23
日
㈮　

休
業
日（ス

ポ
ー
ツ
の
日
）

　

７
月
24
日
㈯　

休
業
日

　

７
月
25
日
㈰　

休
業
日

８
月
の
変
更

　

８
月
７
日
㈯　

休
業
日

　

８
月
８
日
㈰　

休
業
日
（
山
の
日
）

　

８
月
９
日
㈪　

休
業
日
（
振
替
休
日
）

　

８
月
10
日
㈫　

通
常
業
務

　

８
月
11
日
㈬　

通
常
業
務

（
山
の
日
が
８
日
に
変
更
の
た
め
）
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生乳販売量（令和３年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和３年度）生乳販売量（令和２年度） 購買取扱数量（令和２年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
5，0００

5，５００

6，0００

6，５００

７，0００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

５

５
４～５

４～５
５

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６３５,４１８
１,２４５,２２１

８,８５１
１７,３８５
３５５,７０２

,

３２０,２５４
６１９,４２９
８,２７３
１６,２２３
６８,３８６

１６９,８５３
３３７,９２５

４６４
９２１

１４６,９６５

１４５,３１１
２８７,８６２

１１４
２４１

１４０,３５１

101.7 
101.5 
100.3 
99.8 
102.1 

103.8 
103.9 
98.5 
99.2 
110.0 

98.3 
95.0 
145.0 
110.0 
99.8 

101.3 
105.0 
110.7 
108.1 
101.1 

5,506

5,453

8,8578,838

　

６
月
に
つ
い
て
は
、
夏
分
娩
中
心
の
取
引
に
よ
り
、
平
均
価
格
は
69
万
５
千
円
（
前

月
比
３
万
３
千
円
安
）
と
弱
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
つ
い
て
は
、
梅
雨
明
け
か
ら
暑
熱
期
に
向
か
う
た
め
、
導
入
需
要
は
一
定
の

更
新
需
要
に
留
ま
る
こ
と
か
ら
、相
場
は
弱
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

７月の主な行事
１日　岡山県酪農支援チーム推進会議

２日　おかやまヘルパー利用組合役員会

６日　蒜山酪農組合総会

８日　全共出品対策委員会

９日　岡山県酪農政治連盟役員会

12日　牛群審査（～20日）

13日　おかやまヘルパー利用組合総会

19日　おかやまホルスタイン改良同志会総会

21日　管理職会議

27日　県共打合会議

28日　岡山県酪農政治連盟総会

30日　理事会
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